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生物多様性保全活動促進法における役割
目的 地域の多様な主体が連携して生物多様性保全活動を促進し、生物多様性を保全
内容 市町村が「活動計画 を作成する と 「活動計画 には保全活動の区域 目標内容 市町村が「活動計画」を作成すること 「活動計画」には保全活動の区域、目標、

実施主体、実施場所、実施時期、実施方法等を具体的に定めること

生物多様性 いきもの 保全活動 ①汗をかく活動 ②調査 モニタリング ③ふれあい
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都市と里地里山

1 都市における課題

企業 学校 おける心 癒 ふるさとづくり企業・学校における心の癒し、ふるさとづくり

2 里地里山における課題

閉鎖へと向かう集落予測

3マッチングのシナリオ

4新たなコモンズ4 新たなコモンズ

「心の病」に効くクスリ？「心の病」に効くクスリ？

62.7
%%

。

企業で「心の病」が増加し、62.7%の企業で1ヶ月以上の休職者がいる
という結果が出ているという結果が出ている。（2008年「労務行政研究所」調査）

新入社員の3割が、3年以内に離職しています。
業種によっては ４～５割です業種によっては、４ ５割です。

文部科学省はh24年12月24日発表
うつなど心の病で11年度中に休職した教員は５２７４人



都市における課題 →「企業のふるさとづくり」協定！

都市における課題→「大学・宝のやま掘りおこし」協定！



里地里山における課題 閉鎖へと向かう集落予測

過疎高齢化、鳥獣被害に加えて、

• 人口は2004 年をピークに減少

• 減少ペースの加速も予想

• 地域コミュニティを支えてきた各地域コミュニティを支えてきた各
種基盤は弱体化

• 2050 年、全国の6 割以上の地
点で人口は半減点で人口は半減

• 居住地域の21.6％が無居住化
すると予測

（上記：平成２３年７月内閣官房国家戦略（上記：平成２３年７月内閣官房国家戦略
室）

（右図出展）：日本における居住地の分布
と地形との関係－GIS を利用した市区
町村単位の検討－2005

マッチング
シナリオシナリオ



新たなコモンズの模索

コモンズ 草原を広範囲に移動する遊牧民が自由に利用できる放牧地コモンズ 草原を広範囲に移動する遊牧民が自由に利用できる放牧地
• 誰の所有にも属さない放牧地
• 入会（和訳）は特定集団によって所有・管理されている点で異なる。

入会権とは、村落共同体等が、一定の主として山林原野において土地を総有などし、伐木、採草、キノ
コ狩りのなどの共同利用を行う慣習的な物権であり、民法が定める用益物権である。

• 入会権が設定された土地のことを入会地という。

• 入会権を持つ村落共同体を入会団体といい、入会団体の所有形態を権利能力なき社団と同じ総有入会権を持つ村落共同体を入会団体といい、入会団体の所有形態を権利能力なき社団と同じ総有
であるとしている

• 入会団体の殆どは、権利能力なき社団うちの「代表者の定めのない権利能力なき社団」である。

ローカル・コモンズの特徴 地域コミュニティの集団が利用する共有地や共有資源を対象としてロ カル・コモンズの特徴 地域コミュニティの集団が利用する共有地や共有資源を対象として
• 自由にアクセスできる自由財ではなく、地域コミュニティ構成員に限って利用できる
• 収奪的利用が抑制されている

ローカル・コモンズの特徴 地域コミュニティの集団が実質的に所有
• 共同事業として現地住民が相互利益に配慮しながら管理
• アクセスが、地域コミュニティの構成員に限定

新たなコモンズの可能性 地域コミュニティーで利用・管理できなくなった入会地等を対象
• 都市住民をはじめとした多様な主体の連携・協働を通じた、新たな利用・管理形態を創出
• アクセスは、地域コミュニティの構成員の合意を得て、前記構成員以外に拡大
• 利用管理により、生物多様性の保全、生態系サービスの向上、自然の恵みを継続

生物多様性地域連携活動物多様性 域 携活動

3‐1北海道栗山町3 1 北海道栗山町

「童話の風景を再現する里山づくり」

神奈 秦 市3‐2 神奈川県秦野市

「40団体による保全活動の展開」40団体による保全活動の展開」

3‐3 福井県越前市

「アベサンショウウオとコウノトリの里づくり」

3‐4福井県小浜市「高校生によるアマモ場再生」3‐4 福井県小浜市「高校生によるアマモ場再生」

3‐5 鹿児島県姶良市「干潟の小さな博物館」



北海道栗山町「童話の風景を再現する里山づくり」
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神奈川県秦野市「40団体による保全活動の展開」

福井県越前市「アベサンショウウオとコウノトリの里づくり」







海底清掃/苗の定植きれいな海に潜りたい

福井県小浜市「高校生によるアマモ場再生」

海底清掃/苗の定植きれいな海に潜りたい

鹿児島県姶良市もういちど、泳げる海に！
「干潟の小さな博物館」





連携促進技法

4‐1 地元学による多様な主体による地域資源調査
「地域資源調査・あるもの探し」

4‐2 野生生物の種に着目した保全再生・活用計画

4 3研修会によるきっかけづくり4‐3 研修会によるきっかけづくり

地元学による多様な主体による地域資源調査



野生生物の種に着目した保全・再生・活用計画



研修会によるきっかけづくり

森里川海の自然再生をめざして

5‐1 里山の保全活動

5 2河川 水路 水辺の保全活動5‐2 河川、水路、水辺の保全活動

5‐3 干潟、海辺の保全活動

5‐4森里川海をつなげる自然再生活動5 4 森里川海をつなげる自然再生活動



里山の保全活動



5‐1 里山の保全活動津 黒 い き も の ふ れあ い の 里ト ンボ M A P

④
⑤⑥

⑪ギンヤンマ ⑫クロスジギンヤンマ ①ミヤマカワトンボ ②アサヒナカワトンボ

開放水面があり岸辺にヨシ等挺水植物が繁
茂する池沼、水田。雄は腹部第1･2節が水色。

樹林に囲まれたやや暗い閉鎖的な水域を好む。
胸部に黒い２本の筋、腹部に青斑。

山地の渓流や周囲に樹木が茂った清流。大型
で赤褐色の翅、先端近くに暗褐色の帯。長い足。

源流から上流部の樹林に隣接し植物が
繁茂した河川。翅は有色と無色型があ
る。

⑤⑥
⑧⑪⑫
トンボ池 ①②

⑧⑨⑩

③ニホンカワトンボ

③① ⑨

②
①

⑫⑤
⑦

③ ホ ボ

⑩サラサヤンマ
植物の繁茂する、開けた明るい清流。翅
は橙色と無色型。体は金緑色だが雄は
成熟すると粉を吹き水色に見える。低山地の湿地林、草が茂り落ち

葉が積もった湿地。湿土中に産
卵。黄緑色の複雑な模様。

②
①

⑫⑤

④ホソミオツネントンボ
低山地の挺水植物の多い池沼・湿地。
夏季は山腹に移動。成虫で越冬し春は
青色 冬は梢のような褐色になる

⑧シオカラトンボ

青色、冬は梢のような褐色になる。

⑤クロイトトンボ⑥キイトトンボ⑦ヨツボシトンボ
⑨オニヤンマ

水生植物が繁茂し開放水面のある池沼。
黒々として先端の青斑が目立つ。雄は
成熟すると胸部に粉を吹く。

背の低い挺水植物が繁茂した浅い池
沼、休耕田、湿地。黄緑～鮮やかな黄
色。雄は先端に黒斑。

ヨシなど背の高い挺水植物の繁茂した
池沼・湿地。黄褐色の体、翅の真ん中
と後翅の付け根に斑。

砂泥底の小川、湿地、周辺の林。
小川の上を往復飛翔してパトロー
ルする。黒と黄の縞、目はエメラル
ドグリーン。

明るく開けた水面を好む、
耕作中の田んぼ周辺の代
表種。成熟した雄は白粉を
吹く。雌は麦藁色。

河川、水路、水辺の保全活動



干潟、海辺の保全活動



森里川海をつなぐ自然再生活動

多様な主体の役割と連携の仕方

6‐1 多様な主体の連携の意義

6‐2企業・事業者による取り組み事例6‐2 企業 事業者による取り組み事例

6‐3 学校による取り組み事例

6‐4 大学・研究機関による取り組み事例

6 5さまざまな役割を担うコ ディネ タ6‐5 さまざまな役割を担うコーディネーター



学校による取り組み事例

• テーマ： お台場の海で海苔を育てよう

• 5学年の『総合的な学習の時間』に位置づけ5学年の『総合的な学習の時間』に位置づけ

• 連携を図り教材開発

専 家 る実技指導• 専門家による実技指導

• 東京都、国土交通省などの公的機関の予算東京都、国 交通省などの公的機関の予算
面や事業面での支援



大学・研究機関による取り組み事例

• 大学が研究の中核を担う取り組み大学が研究の中核を担う取り組み

コウノトリ：兵庫県立大学、トキ：新潟大学、他

• 博士論文 修論・卒論での学生の取り組み• 博士論文、修論 卒論での学生の取り組み

北海道黒松内町：東京大学鷲谷研究室、秦野市名古木地区：東海大学、農大短期大学部・・

さまざまな役割を担うコーディネーター

コーディネータにもとめられる素養・機能

• 目的：明確なビジョン 又は わかりやすい計画• 目的：明確なビジョン、又は、わかりやすい計画

• 進め方：動機づくり、一歩、組織化、展開

• 事務局：会議資料の作成、会議録の作成と配布

事業費 予算の作成と予算確保能力• 事業費：予算の作成と予算確保能力

• 拠点と場：誰にでも参加できる場とシステム

• 先導役：率先した生態系復元活動

成果と展開 活動の多面的展開 段階的発展• 成果と展開：活動の多面的展開～段階的発展



国内事例検索

検索の使い方に関する解説を掲載

絞り込み易く 7つの検索軸を設置絞り込み易く、7つの検索軸を設置

１.対象地域 ・都道府県

２．生態系タイプ分類

・ミズナラ林 ・コナラ林（東日本） ・コナラ林（西日本）・ミズナラ林 ・コナラ林（東日本） ・コナラ林（西日本）

・アカマツ林 ・シイカシ萌芽林 ・その他（北海道）渡島半島以北

３．地域区分

大都市近郊 都市周辺 中山間地 奥山周辺・大都市近郊 ・都市周辺 ・中山間地 ・奥山周辺

４．環境タイプ

・二次林 ・草地 ・水田 ・畑 ・小川、水路 ・ため池

池沼 湿地 社寺林 屋敷林 人工林 その他・池沼、湿地 ・社寺林、屋敷林 ・人工林 ・その他

５．主な活動主体

・地元集落等 ・NPO、企業等 ・行政 ・連携組織 ・その他

プ と手法６．アプローチと手法

アプローチ：４つの「取組の目的」と２つの「取組の進め方」の 計６項目に分類

手 法：各アプローチ項目をさらに細分化し、計１２項目の手法に分類

７．フリーワード検索

検索したい単語を入力。複数のワードによる検索も可能。

５

海外事例検索

検索の使い方に関する解説を掲載

絞り込み易く の検索軸を設置絞り込み易く、４つの検索軸を設置

１．対象地域

・アジア ・アフリカ ・ヨーロッパ ・北アメリカ ・ラテンアメリカ

２．国名

・韓国 ・ケニア ・スペイン ・カナダ ・エクアドル ・オーストラリア

等（現在、全38カ国）

３．主な活動主体

・地元集落等 ・NPO、企業等 ・行政 ・連携組織 ・その他

４．取組対象

・樹林地 ・草地 ・田、畑 ・小川、水路 ・湿地 ・ため池、池沼

・その他

６






